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(PCM) は剥離困難に陥らない大腸ESDを実現する。 第14回EMR/ESD研

究会、東京、2014年7月13日 

6) 礒田憲夫：（特別講演） 集学的治療と sorafenib. 秋田県肝癌治療フォーラ

ム、秋田、2014年 5月 22日 

 

7) 礒田憲夫：（特別講演） B型慢性肝炎の最新治療。両毛肝炎学術講演会、足

利、2014年 7月 18日 

 

8) 礒田憲夫：（講演） 肝炎助成診断書記載について(内服 2剤治療を含めて)。

第 8回栃木県肝炎専門医講習会、獨協医科大学、2014年 10月 30日 

 

9) 礒田憲夫：（特別講演） 集学的治療と sorafenib. 第３回信州肝癌分子標的

治療講演会、松本、2014年 10月 31日 

 

10) 宮田康史、矢野智則、相良裕一、宮田なつ実、竹澤敬人、坂本博次、新畑

博英、井野裕治、林芳和、佐藤博之、砂田圭二郎、山本博徳：

Over-The-Scope-Clip(OTSC)を用いた内視鏡的空腸—S 状結腸瘻閉鎖術で

盲係蹄症候群を治療し得た一例。第 18 回栃木県腸疾患研究会、宇都宮市、

2014 年 11 月 1 日 

 

11) 森本直樹：（講演）知っておきたい肝臓の病気。市民公開講座 肝疾患の病

態と治療 2014, 下野市、2014 年 1 月 19 日 

 

12) 森本直樹：（講演）C 型肝炎に関する最近の話題。栃木市病診連携ネットワ

ーク研究会、栃木市、2014 年 6 月 16 日 

 

13) 森本直樹：（講演）C 型肝炎に関する最近の話題。小山肝炎懇話会、小山市、

2014 年 7 月 10 日 

 



14) 森本直樹：（Lecture）肝細胞癌の基礎知識。T-CARE, 自治医科大学、2014

年 8 月 27 日 

 

15) 森本直樹：（講演）肝硬変の病態・治療と栄養療法。下野肝疾患治療講演会、

下野市、2014 年 9 月 11 日 

 

16) 森本直樹：（講演）C 型肝炎全例治癒に向けた治療戦略—IFN-free 治療時代

の幕開けー。ウイルス性肝炎治療セミナー、小山市、2014 年 9 月 18 日 

 

17) 森本直樹：（ディスカッサント）先生方の質問によるディスカッション。第

20 回栃木県肝臓フォーラム、宇都宮市、2014 年 10 月 2 日 

 

18) 森本直樹：（講演）DCV/ASV の使用経験。栃木県ダクラタスビル・アスナ

プレビル発売記念講演会、宇都宮市、2014 年 10 月 9 日 

 

19) 森本直樹：（講演）慢性肝臓病の基礎知識と B 型肝炎治療の進歩。市民公開

講座 肝疾患の病態と治療 2014, 宇都宮市、2014 年 11 月 3 日 

 

20) 森本直樹：（講演）C 型肝炎全例治癒に向けた治療戦略—IFN-free 治療で何

が変わるのかー。宇都宮市 C 型肝炎 小セミナー、宇都宮市、2014 年 11

月 14 日 

 

21) 森本直樹：（講演）消化器がんの低侵襲治療。栃木開成会、宇都宮市、2014

年 11 月 16 日 

 

22) 森本直樹、礒田憲夫：（講演）当院におけるソラフェニブの治療経験。ネク

サバール HCC セミナー、東京、2014 年 3 月 29 日 

 

23) 森本直樹、礒田憲夫、渡邊俊司、大竹俊哉、廣澤拓也、村山梢、岩下ちひ

ろ、宮田なつ実、津久井舞未子、高岡良成：（講演）当院におけるソラフェ

ニブの治療経験。第 7 回栃木肝細胞癌セミナー、宇都宮市、2014 年 7 月 16

日 

 



24) 森本直樹、渡邊俊司、礒田憲夫：全身麻酔下腹腔鏡的ラジオ波治療の検討

—multipolar RFA の使用経験—。第 50 回日本肝癌研究会、京都、2014 年

6 月 6 日 

 

25) 森本直樹、渡邊俊司、礒田憲夫：肝細胞癌に対する全身麻酔下腹腔鏡的ラ

ジオ波治療—手技の工夫と multipolar RFA の使用経験—。第 50 回日本肝

癌研究会、京都、2014 年 6 月 6 日 

 

26) 根本 大樹、砂田 圭二郎、篠﨑 聡、永山 学、矢野 智則、小野 公平、竹

澤 敬人、井野 裕治、坂本 博次、三浦 義正、新畑 博英、林 芳和、佐藤 博

之、山本 博徳：（シンポジウム1：小腸疾患の見つけ方と診断・治療のス

トラテジー）クローン病の小腸狭窄に対するダブルバルーン内視鏡的バル

ーン拡張術の長期予後。 第52回小腸研究会、東京、2014年11月15日 

27) 沼尾規且：（講演）当科におけるルビプロストン使用経験。学術講演会、宇

都宮市、2014 年 6 月 12 日 

 

28) 沼尾規且，牛尾 純，岩下ちひろ，渡邉俊司，横山健介，畑中 恒，冨山 

剛，玉田喜一，山本博徳，黒河内 顕，笹沼英紀，佐田尚宏，斉藤倫寛，

福嶋敬宜：早期段階からの経過を追えた膵管内に膨張性に発育した膵腫瘍

の 1切除例．第 25回東京膵臓研究会，東京，2014年 11月 15日． (第 25

回東京膵臓研究会プログラム：p3 ) 

 

29) 小野公平：免疫染色が治療方針の決定に有用であった colitic cancer の 1 例。

第 10 回下野 IBD 研究会、自治医科大学、2014 年 7 月 23 日 

 

30) 小野公平：診断に難渋した肝腫瘍の 1 例。第 36 回栃木県肝疾患談話会、宇

都宮市、2014 年 11 月 15 日 

 

31) 小野 公平、三浦 義正、永山 学、井野 裕治、山本 博徳：早期胃癌のリン

パ節転移リスクの検討 -ESD後に追加手術を施行した101例の検討より-。 

第60回栃木県消化器内視鏡研究会、宇都宮、2014年11月29日 



32) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像診断  〜

FICE および BLI によるスクリーニングから精密診断まで。 第 4 回

FUJIFILM 内視鏡セミナー、松本市、2014 年 1 月 18 日 

 

33) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像診断  〜

FICE および BLI によるスクリーニングから精密診断まで。 第 4 回

FUJIFILM 内視鏡セミナー、長野市、2014 年 1 月 25 日 

 

34) 大澤博之：H.pylori 除菌と酸分泌 〜除菌前後の分子マーカーの検討〜。 小

山地区医師会学術講演会、小山市、2014 年 2 月 28 日 

 

35) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像強調診断。 

海南医療センターBLI/FICE ライブデモ、和歌山、2014 年 4 月 18 日 

 

36) 大澤博之：酸分泌関連疾患。 武田薬品工業株式会社社外講師勉強会、宇都

宮、2014 年 6 月 20 日 

 

37) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像強調診断。

鹿児島市内科医会学術講演会、鹿児島市、2014 年 7 月 11 日 

 

38) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像強調診断。

富士フイルムメディカル内視鏡学術セミナー「画期的な進化を遂げた経鼻

内視鏡 画像診断で広がる可能性」、立川市、2014 年 7 月 19 日 

 

39) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像強調診断。

京都内視鏡セミナー、京都、2014 年 7 月 26 日 

 

40) 大澤博之：上部消化管疾患の最近の話題 − Blue LASER Imaging による経

鼻内視鏡診断,  酸分泌関連疾患とその鑑別 −。小山地区医師会学術講演会、

小山市、2014 年 10 月 21 日 

 

41) 大澤博之：Blue LASER Imaging による経鼻内視鏡診断。富士フイルムメ



ディカル内視鏡特約店会、神戸市、2014 年 10 月 23 日 

 

42) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像強調診断。 

食道・胃内視鏡セミナー、川口市、2014 年 11 月 8 日 

 

43) 大澤博之：Blue LASER Imaging による上部消化管疾患の診断−広がるレー

ザー内視鏡の世界、拡大内視鏡から経鼻内視鏡まで−。第 22 回経鼻内視鏡

研究会 in 関西、大阪、2014 年 11 月 15 日 

 

44) 大澤博之：患者目線から考える上部消化管内視鏡における画像強調診断。 

伊勢志摩イメージング 2014、三重、2014 年 11 月 22 日 

 

45) 大澤博之：Blue LASER Imaging による上部消化管疾患の診断−広がるレー

ザー内視鏡の世界、拡大内視鏡から経鼻内視鏡まで−。武田薬品工業株式会

社社外講師勉強会、宇都宮、2014 年 12 月 4 日 

 

46) 佐藤博之：（コメンテーター）IBD 非専門医の日常診療の“？”を解消する！

日本消化器病学会関東支部第 328 回例会 第 6 回専門医セミナー（下部消化

管）、東京、2014 年 2 月 22 日 

 

47) 佐藤貴一、芳野純治：（特別企画）消化性潰瘍診療ガイドライン。第 100 回

日本消化器病学会総会、東京、2014 年 4 月 23 日 

 

48) 篠﨑 聡、砂田 圭二郎、大竹 俊哉、山本 博徳：新しいクリップデバイス

は優れた開閉機能と位置調整能力を有することで内視鏡治療を安全かつ容

易にする。 第60回栃木県消化器内視鏡研究会、宇都宮、2014年11月29日 

49) 菅野健太郎：（監修）ueg journal 1(1), 2014 

 

50) 菅野健太郎：（監修）ueg journal 1(2), 2014 

 

51) 菅野健太郎：（序）Helicobacter pylori 感染と機能性ディスペプシア—最新



の知見—。Helicobacter Research 18(3): 210-212, 2014 

 

52) 菅野健太郎：（巻頭言）日本消化器病学会ガイドラインの刊行にあたって。

機能性消化管疾患診療ガイドライン 2014—過敏性腸症候群（IBS）（編集：

日本消化器病学会 理事長 菅野健太郎）南江堂、2014 年 4 月 20 日発行 

 

53) 菅野健太郎：（巻頭言）日本消化器病学会ガイドラインの刊行にあたって。

機能性消化管疾患診療ガイドライン 2014—機能性ディスペプシア(FD)（編

集：日本消化器病学会 理事長 菅野健太郎）南江堂、2014 年 4 月 20 日

発行 

 

54) 菅野健太郎：（質疑応答：消化器）機能性ディスペプシア、胃アトニー、胃

不全麻痺の病態および治療薬の効果の違い。日本医事新報 No.4706

（2014.7.5）P.65-66 

 

55) 菅野健太郎：第2版 発刊に寄せて。消化器病診療(第2版)（編集：日本消

化器病学会）医学書院、2014年10月31日発行、P.ⅲ-ⅳ 

 

56) 菅野健太郎：（特別講演）消化器病学と栄養科学の連携—予防消化器病学を

考える—。日本消化器病学会近畿支部 第 100 回例会、大阪市、2014 年 2

月 22 日 

 

57) 菅野健太郎：（特別企画: Introduction）消化器病学会ガイドライン。第 100

回日本消化器病学会総会、東京、2014 年 4 月 23 日 

 

58) 菅野健太郎：（理事長講演）Next Centennial に向けて。第 100 回日本消化

器病学会総会、東京、2014 年 4 月 24 日 

 

59) 菅野健太郎: Helicobacter pylori の発見がもたらしたインパクト。第 2 回

医療セクター研究会、東京、2014年 5月 20日 

 

60) 菅野健太郎：（総括発言）第 4 回肥満と消化器疾患研究会、東京、2014 年 5



月 28 日 

 

61) 菅野健太郎：（特別講演）機能性ディスペプシアの考え方。アコファイド発

売 1 周年記念講演会、高知市、2014 年 6 月 17 日 

 

62) 菅野健太郎：（基調講演）京都国際コンセンサス会議について。第 19 回

JAPANGAST Study Group, 札幌市、2014 年 7 月 12 日 

 

63) 菅野健太郎：（特別講演）環境消化器病学入門。第 11 回東京消化器勉強会、

東京、2014 年 7 月 23 日 

 

64) 菅野健太郎：（ランチョンセミナー）H.pylori 感染と機能性ディスペプシア

〜The Kyoto global consensus meeting for H.pylori gastritis~. 第 23 回消

化器疾患病態治療研究会、札幌市、2014 年 8 月 9 日 

 

65) 菅野健太郎：（特別講演）機能性ディスペプシアの考え方 保険上の問題点

について。アコファイド錠発売 1 周年記念講演会、大分市、2014 年 10 月 7

日 

 

66) 菅野健太郎：（特別講演）薬剤性消化管障害の防止。Gastroenterology 

Seminar, 神奈川県厚木市、2014 年 10 月 31 日 

 

67) 菅野健太郎：（特別講演）近未来の消化器病学：腸内細菌と食事。第 1 回駿

河台消化器セミナー、東京、2014 年 11 月 10 日 

 

68) 菅野健太郎（司会）、上村直実：（対談）これでわかる機能性ディスペプシ

ア〜保険診療の疑問に答える〜。消化器診療 No.100 (2014.11) P.1-7 

 

69) 砂田圭二郎：大腸 ESD 困難例の克服—ポケット法とダブルバルーン内視鏡に

よる大腸 ESD−。岡山済生会総合病院、2014年 8月 14日 

 

70) 砂田圭二郎：内視鏡規範操作と FICEの有用性。日中内視鏡学術交流、 



珠海人民医院（珠海）、中国、2014年 9月 13日 

 

71) 砂田圭二郎：内視鏡規範操作と FICEの有用性。日中内視鏡学術交流、 

広西壮族自治区人民医院（南寧）、中国、2014年 9月 14日 

 

72) 牛尾純，横山健介，沼尾規且，畑中恒，冨山剛，玉田喜一，福嶋敬宜，佐

田尚宏，山本博徳：EUS-FNA で診断した非機能性微細 PNET の 2 例．第

24 回東京膵臓研究会，東京，2014 年 5 月 24 日 

 

73) 牛尾純，横山健介，沼尾規且，畑中恒，冨山剛，玉田喜一，山本博徳，菅

野健太郎：当院における EUS-FNA の成績．第 59 回栃木消化器内視鏡研究

会，宇都宮，2014 年 3 月 8 日 

 

74) 牛尾純，横山健介，沼尾規且，三浦義正，畑中恒，玉田喜一，山本博徳：

十二指腸乳頭部腫瘍に対する内視鏡切除の成績−安全な完全生検を目指し

て−．第 60 回栃木消化器内視鏡研究会，宇都宮，2014 年 11 月 29 日 

 

75) 渡邊俊司：（講演）ウイルス肝炎の検査・治療。第 65 回おやま薬薬連携研

修会、下野市、2014 年 5 月 22 日 

 

76) 渡邊俊司：（講演）トルバプタンの使用経験。サムスカ適応追加記念講演会

in 栃木、宇都宮市、2014 年 6 月 12 日 

 

77) 渡邊俊司：（講演）当院および関連施設におけるソブリアード® 3 剤併用療

法の使用経験と耐性変異の検討。Hepatitis Round Table Conference in 栃

木、宇都宮市、2014 年 9 月 24 日 

 

78) 渡邊俊司：（講演）最新の C 型肝炎治療〜新時代の幕開け〜。栃木 HCV 薬

剤師セミナー、宇都宮市、2014 年 11 月 16 日 

 

79) 渡邊俊司：（講演）症例提示。ウイルス肝炎学術講演会、宇都宮市、2014

年 12 月 4 日 

 



80) 山本 博徳：（特別講演）ダブルバルーン内視鏡の活用及び安全かつ確実な

ESD のコツ。第 5 回宮崎県消化管セミナー、宮崎市、宮崎、2014 年 1 月 9

日 

81) 山本 博徳：（講演）ダブルバルーン内視鏡の活用及び安全かつ確実な ESD

のコツ。 第 31 回徳島消化器内視鏡治療研究会、徳島市、徳島、2014 年 1

月 15 日 

82) 山本 博徳：（コメンテーター）各画像診断法の進歩。第 13 回大腸画像アカ

デミー（CIA）、東京、2014 年 1 月 18 日 

83) 山本 博徳：（ライブデモ） 第 3 回関西消化器内視鏡ライブコース、大阪狭

山市、大阪、2014 年 2 月 9 日 

84) 山本 博徳：（講演）小腸疾患に対する診断的アプローチ。第 10 回日本消化

管学会総会学術集会、福島市、福島、2014 年 2 月 14 日 

85) 山本 博徳：（講演）小腸腫瘍の内視鏡診断。第 10回Gut Challenge Meeting、

東京、2014 年 3 月 15 日 

86) 山本 博徳：（講演）ダブルバルーン内視鏡を用いたがん診療の現状。東京

大学・横浜市立大学・東邦大学・自治医科大学 がんプロ合同セミナー、下

野市、2014 年 5 月 22 日 

87) 山本 博徳：（講演）世界初！人間の小腸の中を覗く。自治医科大学大学院

医学研究科 大学院説明会、埼玉、2014 年 5 月 26 日 

88) 山本 博徳：（特別講演）ダブルバルーン内視鏡の最新と大腸 ESD ポケット

法。第 17 回三重臨床消化器研究会、津市、三重、2014 年 6 月 7 日 

89) 山本博徳：（レクチャー）消化器疾患治療の最前線。小山・下野地区 消化

器疾患連携の会、小山市、2014 年 6 月 26 日 

 



90) 山本 博徳：（講演：ミニレクチャー）ESD の効率的・効果的な指導。第 14

回 EMR/ESD 研究会、東京、2014 年 7 月 13 日 

91) 山本 博徳：（講演）地域医療から世界への発信 〜ダブルバルーン内視鏡

と ESD〜。 山本教授の記念講演、東京、2014 年 8 月 15 日 

92) 山本 博徳：（ライブデモ） Endo-Skill Update 2014、佐久市、長野、2013

年 9 月 6 日 

93) 山本 博徳：（特別講演）地域医療から世界への発信 ～ダブルバルーン内視

鏡と ESD～。第 15 回消化器内科学教室同門会総会、宇都宮市、2014 年 9

月 7 日 

94) 山本 博徳：（講演）ダブルバルーン内視鏡の最新と大腸 ESD ポケット法。

第 25 回浜名湖胃と腸フォーラム、浜松市、静岡、2014 年 9 月 13 日 

95) 山本 博徳：（講演）下部消化管内視鏡学 小腸内視鏡も含めて。平成 26 年

度栃木県消化器内視鏡医学講習会、宇都宮、2014 年 9 月 14 日 

96) 山本 博徳：（講演）クローン病の診断治療におけるダブルバルーン内視鏡

の役割と最新の話題。南予 IBD セミナー、宇和島市、愛媛、2014 年 9 月

27 日 

97) 山本 博徳：（特別講演）地域医療から世界への発信 ～ダブルバルーン内視

鏡と ESD～。第三回へき地医療を考える、高知市、高知、2014 年 11 月 8

日 

98) 山本 博徳：（講演：ランチョンセミナー）新型ダブルバルーン内視鏡によ

る小腸診療の進歩と今後の可能性。第 52 回小腸研究会、東京、2014 年 11

月 15 日 

99) 山本 博徳：（Closing remarks）本邦における酸関連疾患の時代変遷。ネキ



シウム発売 3 周年記念講演会、宇都宮市、2014 年 12 月 3 日 

100) 山本 博徳：（講演）ダブルバルーン内視鏡治療の最先端と将来展望。

日本消化器病学会 第 104 回支部例会、大分市、大分、2014 年 12 月 5 日 

101)矢野智則：（招待講演）「各画像診断法の進歩」バルーン内視鏡。 第13回大

腸画像アカデミー、東京、2014年1月18日 

 

102) 矢野智則：第 2 世代 DBE による小腸内視鏡診断・治療。第 18 回小腸

内視鏡研究会、東京、2014 年 2 月 8 日 

 

103) 矢野智則：（ランチョンセミナー）第 2 世代 DBE による小腸内視鏡の

新時代。第 100 回日本消化器病学会総会、東京、2014 年 4 月 26 日 

 

104)矢野智則：（招待講演）Do different enteroscope make difference? 台湾中

華学会学術講演会、台北、中華民国、 2014年 6月 28日 

 

105)矢野智則：（招待講演）ダブルバルーン内視鏡〜診断と治療〜。 第5回日本

小児小腸内視鏡検討会、大阪、2014年7月6日 

 

106) 矢野智則：（講演）第二世代 DBE による内視鏡治療。TV Takeda 

Alimentary Conference, 自治医科大学、2014 年 10 月 29 日 

 

107) 横山健介、牛尾純、沼尾規且、畑中恒、冨山剛、玉田喜一、山本博徳：

超音波内視鏡下穿刺吸引生検（EUS-FNA）後に食道内腔に腫瘍が露出した

縦隔腫瘍の一例。第 13 回 FNA club Japan, 東京、2014 年 8 月 23 日 

 

108) Sugano K: (Session) Limitations of Rome III criteria in functional 

dyspepsia and future directions. The 5th Asian Postgraduate Course on 

Neurogastroenterology & Motility (APNM 2014), Seoul, Korea, April 5, 

2014 

 



109) Sugano K: Report Kyoto global consensus on H pylori. HEALTHY 

STOMACH INITIATIVE, Chicago, USA, May 4, 2014 

 

110) Sugano K: New Strategy in the Prevention of Recurrent Peptic Ulcer. 

Taiwan Digestive Disease Week (TDDW2014), Kaohsiung, Taiwan, 

October 3, 2014 

 

111) Sugano K: Viewpoint from High Gastric Cancer Prevalence. Taiwan 

Digestive Disease Week (TDDW2014), Kaohsiung, Taiwan, October 5, 

2014 

112) Sugano K: (Session : Upper GI ) Helicobacter Pylori and Dyspepsia. 

APDW 2014, Bali, Indonesia, November 24,2014 

113) Sugano K: (Session: Lower GI) Management of ileo-caecal Crohn’s 

disease. APDW 2014, Bali, Indonesia, November 24,2014 

 

114) Sunada K: Pocket-creation method (PCM) achieves safe, reliable, and 

efficient colorectal ESD. TAN TOCK SENG HOSPITAL, Singapore, 

December 13, 2014 

 

115) Yamamoto H：（Lecture） 小腸疾患の内視鏡診断と治療。Diseases The 

2014 Southern Digestive Disease Forum & 10th National Academic 

Congress on Intestinal, Guangzhou, China, June 20, 2014 

116) Yamamoto H：（Lecture） 新型ダブルバルーン内視鏡による小腸診断と

治療。Diseases The 2014 Southern Digestive Disease Forum & 10th 

National Academic Congress on Intestinal, Guangzhou, China, June 20, 

2014 

117) Yamamoto H：（Live Demonstration） Diseases The 2014 Southern 

Digestive Disease Forum & 10th National Academic Congress on 

Intestinal,  Guangzhou, China, June 21, 2014 



118) Yamamoto H：（Lecture）Clinical application & technique of small 

bowel enteroscopy.  Center The International Workshop of Glocal 

Digestive Disease Center of Konkuk University Medical Center, 

International Teleconference Room and Glocal Digestive Disease Center, 

Seoul, Korea, July 12, 2014 

119) Yamamoto H：（Live Demonstration）Small bowel enteroscopy (P-J 

polyposis).  2014 International Hub in Advanced Endoscop, Seoul, 

Korea, July 12, 2014 

120) Yamamoto H：（Lecture）Crohn's disease: from diagnostic to therapy.  

Endoscopy 23rd International Course of Therapeutic Digestive 

Endoscopy of the HCFMUSP  and 8th Latin American Course of 

Endoscopic Capsule  and Endoscopy,  Centro de Convencoes Reboucas, 

Sao Paulo, July 26, 2014 

121) Yamamoto H：（Lecture）Complications of enteroscopy.  Endoscopy 

23rd International Course of Therapeutic Digestive Endoscopy of the 

HCFMUSP  and 8th Latin American Course of Endoscopic Capsule  

and Endoscopy,  Centro de Convencoes Reboucas, Sao Paulo, Brazil, 

July 26, 2014 

122) Yamamoto H：（Lecture）How to perform endoscopic follow-up of the 

small bowel polyposis?. Endoscopy 23rd International Course of 

Therapeutic Digestive Endoscopy of the HCFMUSP  and 8th Latin 

American Course of Endoscopic Capsule  and Endoscopy, Centro de 

Convencoes Reboucas, Sao Paulo,  July 26, 2014 

123) Yamamoto H：（Lecture）State of Art:  How to avoid thecomplications 

of enteroscopy?. Endoscopy 23rd International Course of Therapeutic 

Digestive Endoscopy of the HCFMUSP  and 8th Latin American Course 

of Endoscopic Capsule  and Endoscopy, Centro de Convencoes Reboucas, 

Sao Paulo,  July 26, 2014 



124) Yamamoto H：（Lecture）Present and future of flexible spectral imaging 

color enhancement and blue laser imaging.  Endoscopy 23rd 

International Course of Therapeutic Digestive Endoscopy of the 

HCFMUSP  and 8th Latin American Course of Endoscopic Capsule  

and Endoscopy, Centro de Convencoes Reboucas, Sao Paulo, Brazil, July 

27, 2014 

125) Yamamoto H：（Lecture）Direct percutaneous endoscopic jejunostomy 

using double balloon endoscopy and magnetic anchors.  Endoscopy 23rd 

International Course of Therapeutic Digestive Endoscopy of the 

HCFMUSP  and 8th Latin American Course of Endoscopic Capsule  

and Endoscopy,  Centro de Convencoes Reboucas, Sao Paulo, Brazil, 

July 27, 2014 

126) Yamamoto H：（Live Demonstration） Endoscopy 23rd International 

Course of Therapeutic Digestive Endoscopy of the HCFMUSP  and 8th 

Latin American Course of Endoscopic Capsule  and Endoscopy,  

Centro de Convencoes Reboucas, Sao Paulo, July 28, 2014 

127) Yamamoto H：（Live Demonstration） Endoscopy 23rd International 

Course of Therapeutic Digestive Endoscopy of the HCFMUSP  and 8th 

Latin American Course of Endoscopic Capsule  and Endoscopy,  

Centro de Convencoes Reboucas, Sao Paulo, Brazil, July 29, 2014 

128) Yamamoto H：（Live Demonstration） Endoscopy 27th International 

Course on Therapeutic,  St. Michael's Hospital, Toronto, Canada, 

October 2, 2014 

129) Yamamoto H：（Lecture）Occult obscure bleeding.  Endoscopy 27th 

International Course on Therapeutic, The Fairmont Royal York Hotel, 

Toronto, Canada, October 2, 2014 



130) Yamamoto H：（Live Demonstration）Expert at Hospital.  APDW2014,  

Bali Nusa Dua Convention Center, Bali, Indonesia, November 23, 2014 

131) Yamamoto H：（Lecture）The role of DBE in management of GI diseases.  

APDW2014, Bali Nusa Dua Convention Center, Bali, Indonesia,  

November 24, 2014 

132) Yamamoto H：（Lecture）Therapeutic double balloon enteroscopy for 

small bowel diseases. APDW2014,  Bali Nusa Dua Convention Center, 

Bali, Indonesia, November 25, 2014 

133) Yano T: Current methods in eneteroscopy. First course of double balloon 

enteroscopy, Bogota, Columbia, October 3, 2014 

 

134) Yano T: Enteroscopy in altered digestive anatomy. First course of double 

balloon enteroscopy. Bogota, Columbia, October 3, 2014 

 

135) Yano T: Occult and obscure gastrointestinal bleeding, use of enteroscopy. 

First course of double balloon enteroscopy, Bogota, Columbia, October 3, 

2014 

 

136) Yano T: Therapeutic deep enteroscopy: Technique and Indications. ASGE 

Graduate Course in SIED 2014, Buenos Aires, Argentina, October 6, 

2014 

 

 

座長・司会 

 

畑中恒：（座長）第 98 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、2014 年 6 月



15 日 

 

畑中恒：（座長）第 99 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、2014 年 12

月 6 日 

 

林芳和：（座長）第 99 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、2014 年 12

月 6 日 

 

礒田憲夫：（座長）第 100 回日本消化器病学会総会、東京、2014 年 4 月 24 日 

 

礒田憲夫：（司会）第 50 回日本肝臓学会総会、東京、2014 年 5 月 30 日 

 

礒田憲夫：（座長）サムスカ適応追加記念講演会 in 栃木、宇都宮市、2014 年 6

月 12 日 

 

礒田憲夫：（座長）第 23 回栃木超音波研究会、宇都宮市、2014 年 6 月 13 日 

 

礒田憲夫：（司会）市民公開講座 肝疾患の病態と治療 2014, 宇都宮市、2014

年 11 月 3 日 

 

礒田憲夫：（座長）ソブリアード発売一周年記念講演会、宇都宮市、2014 年 11

月 6 日 

 

礒田憲夫：（座長）第 4 回栃木消化器病フォーラム、宇都宮市、2014 年 11 月 13

日 

 

礒田憲夫：（座長）栃木県 C 型肝炎学術講演会、宇都宮市、2014 年 11 月 19 日 

  

三浦義正：（座長）第 99 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、2014 年 12

月 7 日 

 

武藤弘行、辻井正彦：（座長：Research Forum）第 100 回日本消化器病学会総



会、東京、2014 年 4 月 26 日 

 

 

佐藤博之：（座長）第 10 回下野 IBD 研究会、自治医科大学、2014 年 7 月 23 日 

 

佐藤貴一：（座長）第 56 回日本消化器病学会大会、神戸、2014 年 10 月 23 日 

 

菅野健太郎：（総合司会）ヘリコバクター・ピロリ総除菌時代の幕開け、東京、

2014 年 2 月 2 日 

 

菅野健太郎：（司会：特別講演）第 18 回小腸内視鏡研究会、東京、2014 年 2 月

8 日 

 

菅野健太郎：（座長：特別講演）第 86 回日本胃癌学会総会、横浜、2014 年 3 月

21 日 

 

菅野健太郎：（座長：ランチョンセミナー）第 86 回日本胃癌学会総会、横浜、

2014 年 3 月 22 日 

 

菅野健太郎：（司会：会長講演）第 100 回日本消化器病学会総会、東京、2014

年 4 月 23 日 

 

菅野健太郎：（総合司会）アコファイド発売 1 周年記念講演会、東京、2014 年 5

月 31 日 

 

菅野健太郎：（座長：特別講演）アコファイド発売 1 周年記念講演会、東京、2014

年 5 月 31 日 

 

菅野健太郎：（司会：特別講演）第 20 回日本ヘリコバクター学会学術集会、東

京、2014 年 6 月 28 日 

 

菅野健太郎：（司会：ランチョンセミナー）第 20 回日本ヘリコバクター学会学



術集会、東京、2014 年 6 月 29 日 

 

菅野健太郎：（司会）第 19 回 JAPANGAST Study Group, 札幌市、2014 年 7

月 12 日 

 

菅野健太郎：（司会：サテライトシンポジウム）第 88 回日本消化器内視鏡学会

総会、神戸、2014 年 10 月 24 日 

 

菅野健太郎：（司会：ランチョンセミナー）第 8 回機能性ディスペプシア研究会、

東京、2014 年 11 月 7 日 

 

菅野健太郎、森正樹：（司会）第 14 回医療セミナー（JDDW）, 神戸、2014 年

10 月 25 日 

 

菅野健太郎、榊信廣：（司会：サテライトシンポジウム）BLI 診断の今後の展望、

神戸、2014 年 10 月 24 日 

 

玉田喜一：（座長）第 50 回日本胆道学会学術集会、東京、2014 年 9 月 26 日 

 

玉田喜一：（座長）第 88 回日本消化器内視鏡学会総会、 神戸、2014 年 10 月

24 日 

 

渡邊俊司：（座長）日本消化器病学会関東支部第 328 回例会、東京、2014 年 2

月 22 日 

 

山本 博徳：（司会：ワークショップ）小腸疾患の内視鏡診断治療の最前線。 第

10 回日本消化管学会総会学術集会、福島市、福島、2014 年 2 月 15 日 

山本 博徳：（司会）小腸疾患の診断と治療。第 28 回日本消化器内視鏡学会関東

セミナー、東京、2014 年 7 月 20 日 

山本博徳：（座長：特別講演）第 10 回下野 IBD 研究会、自治医科大学、2014



年 7 月 23 日 

 

山本 博徳：（座長：特別講演）潰瘍性大腸炎の治療戦略 -新規治療をいつ、どの

ように用いるか?-。第 2 回 IBD Clinical Seminar、宇都宮市、2014 年 9 月 19

日 

山本 博徳：（座長） 第 5 回栃木 ESD フォーラム、宇都宮、2014 年 9 月 24 日 

山本 博徳：（座長：特別講演）腸内細菌と免疫疾患。第一回 消化器内科セミナ

ー（大学院特別講義）、下野市、2014 年 9 月 25 日 

山本 博徳：（司会：モーニングセミナー3（共催：富士フイルムメディカル㈱））

ダブルバルーン内視鏡を用いた術後腸管を有する胆膵疾患の診断治療の現状と

将来展望。第 50 回日本胆道学会学術集会、東京、2014 年 9 月 27 日 

 

山本博徳：（座長：サテライトシンポジウム）第 88 回日本消化器内視鏡学会総

会、神戸、2014 年 10 月 23 日 

 

山本博徳：（座長）TV Takeda Alimentary Conference, 自治医科大学、2014 年

10 月 29 日 

 

山本 博徳：（Chairperson）Therapeutic targeting of microenvironment。 

Cancer and Microenvironment The 11th Nikko International Symposium 

2014 Inflammation、下野市、2014 年 10 月 30 日 

山本博徳：（座長）栃木県大腸内視鏡検査・手技講演会、宇都宮、2014 年 10 月

31 日 

 

山本博徳：（司会：ランチョンセミナー）第 99 回日本消化器内視鏡学会関東地

方会、東京、2014 年 12 月 7 日 

 

山本博徳：（司会：ワークショップ）第 99 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、



東京、2014 年 12 月 7 日 

 

山本博徳、後藤秀実：（司会: ワークショップ）第 100 回日本消化器病学会総会、

東京、2014 年 4 月 26 日 

 

山本博徳、緒方晴彦：（司会）第 98 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、

2014 年 6 月 14 日 

 

山本博徳、豊永高史：（司会：ワークショップ）第 88 回日本消化器内視鏡学会

総会、DDW2014, 神戸、2014 年 10 月 24 日 

 

矢野智則：（座長）第 100 回日本消化器病学会総会、東京、2014 年 4 月 24 日 

 

矢野智則：（座長）第 88 回日本消化器内視鏡学会総会、神戸、2014 年 10 月 26

日 

 

矢野智則：（座長）第 99 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、2014 年 12

月 6 日 

 

Sugano K: (Chair: International Session (Lecture)) アジア太平洋消化器病リー

ダーとの国際パネルディスカッション「アジア太平洋地域における消化器病の

動向と未来」。第 56 回日本消化器病学会大会、神戸、2014 年 10 月 23 日 

 

Sugano K: (Chair) 4th Asian Pacific Single Topic Conference, Tagaytay City, 

Philippines, January 11, 2014  

 

Sugano K: (Chair) European Helicobacter Study Group XXVIIth International 

Workshop, Rome, Italy, September 13, 2014 

 

Sugano K: (Moderator) Taiwan Digestive Disease Week (TDDW2014), 

Kaohsiung, Taiwan, October 4, 2014  



Sugano K: (Chair : Upper GI ) APDW 2014, Bali, Indonesia, November 

24,2014 

Sugano K: (Chair : Lower GI ) APDW 2014, Bali, Indonesia, November 

24,2014 

 

 

 


